
美しい自然、サウナ、ムーミン、北欧デザインや建築
が人気のフィンランド。幸福度ランキング世界1位に連続
して輝くほか、OECDの実施する学習到達度調査
（PISA）で常に上位にランクするなど、世界トップレベル
の生活・教育水準でも知られている。ハイテク機器の揃っ
た図書館・教育施設や双方向で実践的な学びをすること
のできる授業環境が魅力。留学生へのサポート体制も充
実。フィンランドの高等教育機関には学術研究を深めるための「総合大学」と実務経験を重視する「応
用科学大学」がある。フィンランドの公用語は、フィンランド語とスウェーデン語だが、学士課程のほか
特に修士課程では英語による授業を行っている大学も多い。

総合大学では学士号から博士号までのプログラムがあり、学士号と修士号を取得するのに約5年かかる
（学士号：180単位／3年、修士号：120単位／2年）。一方、応用科学大学では、学士号取得に210～
270単位（約3.5～4.5年）、その後関連業界での実務経験、修士号取得に60～90単位（約1～1.5年）
が必要となる。

留学先大学・コース、留学形態、学位より異なる為、詳細は各大学へ問い合わせが必要。
以下は目安。
学費：年間5,000～18,000ユーロ
生活費：1ヶ月約700～1,200ユーロ（食費、宿泊費、旅費を含む） 
家賃は都市やフラットによって異なる。例えば、HOAS（ヘルシンキ地区学生寮）では
シェアフラット 月270～430ユーロ
スタジオフラット 月390～825ユーロ

奨学金は、フィンランドの大学が
提供するさまざまな奨学金から、出願時に申請
することができます。フィンランド国立教育庁
は、主に博士課程の学生として大学や研究機関
に留学する外国人学生を対象に奨学金を提供し
ています。
3ヶ月以上の滞在にはビザが必要です。詳しく
はフィンランド大使館にお問い合わせください。

学士課程の場合、高校卒業程度かつ大学入学資格を取得した者で、入
試（選考方法）は各大学・選考によって異なる。学士課程では、大学
間の交換留学が一般的。また、修士課程の場合は学士号を取得した者
が出願可能。主な留学の種類としては、「正規留学」、「協定留学（交
換留学）」、「フリームーバー（ビジディング・スチューデント）」、「サマー
スクール」。高校生留学の場合は、各団体（AFS日本協会、ワイ・エフ・
ユー日本国際交流団体、日本国際生活体験協会、ライオンズクラブ）
の交換留学制度を利用する必要がある。

英語で受講する学科の言語
要件は、各大学コースにより
異なるが、
IELTS 6-6.5、
TOEFL PBT 550-580、
TOEFL iBT 72-92
前後が必要。
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フランスでの大学生活は、多文化で開放的な社会で
「l’art de vivre（生活芸術）」という言葉が象徴するよう
に、演劇、音楽、グルメ、旅行などを楽しむことができ、
学生割引も充実しています。2021年には教育がGDPの 
6.8％以上を占め、教育と研究に多額の投資を行っていま
す。このような政策により、世界で最も優れた高等教育シ
ステムのひとつである、フランスの大学やグランゼコール
では、過剰な授業料なしで質の高いプログラムを提供しています。そして、昨今は英語のプログラムも
充実し、生活の中で国際言語であるフランス語も身につきます。

学士（Licence）＝３年、修士（Master)＝２年、博士（Doctorat）＝３年
国立大学は9月に年度がスタートし、交換留学プログラムや語学留学を除き、途中の入学は不可。私立
はその限りではない。

国立大学の年間登録料は、学士課程/2,895€、修士課程/3,941€、博士課程/397€。私立の教育機
関はおよそ年間3,000€から10,000€。1カ月の平均生活予算は地方で800€、パリで1,000€。文化
施設や交通では様々な学生割引が充実しており、CROUS（地域学生生活センター）が運営する学生食
堂では、3.30ユーロで、前菜・メイン・デザートのセットを食べることができる。家賃は国費奨学生が
利用できるCROUSの寮は250~600€、民間学生寮はパリで600€~1,200€、地方で400€~600€。
また、社会保険加入が無料で、任意の相互保険で補完すると医療費が100％カバーできる。

Campus France - フ ラン ス
政府留学局は海外にてフランスの高等教育機関へ
の留学を推進する公的機関で、外国人の留学生や
研究者のフランスでの受入れを支援しています。
日本支局は、東京のメインオフィスと京都の関西
オフィスで業務を行っており、予約制で対面・オン
ラインの個別留学相談にも応じています。
https://www.japon.campusfrance.org/ja/
consultations

国立大学への出願は、Etudes en Franceを通す。詳細はHPで要確認。
学士課程１年目（DAP）：
高校の卒業証明書が高等教育への入学資格を許可する場合、その証明書
高校の卒業証明書が高等教育への入学資格を許可するものではない場合、
高校の卒業証明書と高等教育機関への入学資格を証明する書類（大学入試
の合格通知）の両方
学士課程２，３年目、修士課程（Hors DAP）：
希望する課程や学年、学問分野に対応した課程が既修であることの証明書。
私立教育機関やグランゼコールは直接教育機関へ出願する。

DAP：DELF B2以
上、または文章作成の
補足試験つきTCF  
TP またはTCF SO
のB2。
Hors DAP：教育機
関の指定する語学証
明書。
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祖父の足跡を訪ねて
　メキシコ留学を決意したのは、祖父がきっかけでした。私の場合、祖父がメキシコに
住んだことがあり、現地に知り合いが多く、他国に比べ留学先として安心感があったこ
とが大きな理由でした。加えて、当時文化人類学を専攻していた自分にとって、祖父や
家族、知り合いを通じて見ていたメキシコは、マヤ・アステカなどの歴史とスペイン植
民地の歴史という複雑な過去を持ち、そうした伝統に基づく豊かで多様な文化を誇る国
で、身を置いて学ぶ環境として、とても魅力的な場所であったことも決め手の一つとな
りました。
スペイン語人材育成のための研修計画に応募
　メキシコ留学を決意したものの、私が大学で選んだ第二外国語はロシア語で、スペイ
ン語圏のメキシコに留学するには語学面でハンデがありました。しかし、スペイン語を
十分に話せない人でも応募可能な、外務省のスペイン語人材育成を目的とした「日墨戦
略的グローバルパートナーシップ研修計画」を見つけ、急いで書類を揃えて応募。運良
く研修生に選ばれました。こういったプログラムは、外務省HPの他、大学HPの留学情
報など様々なところに出ていると思いますので、気になる留学先のプログラムが無いか
チェックすると良いと思います。
人、自然、旅。―メキシコと共に生きる
　メキシコの場合、学生寮などが無いので、まずは自力で家を探すところからスタート。
現地の人の協力を得ながら、研修生それぞれに自分の家を探します。学校については、

私の場合は語学学校でのスペイン語学習が研
修の中心だったので、初級からのスタートで
した。面白かったのは、サルサやメレンゲと
いったダンスの授業もあるところです。フィ
エスタ(パーティー )などで踊る機会の多いラ
テンアメリカならではですね。また私は、ス
ペイン語の練習のために積極的に話しかけ、
友達を作りました。言葉の壁に最初は苦労し
ましたが、沢山の失敗を重ねて出来た友人の
中には、交流が今でも続く人がいて、大切な

絆となっています。また、メキシコは地方も魅力に溢れ、大自然の中を走るチワワ鉄道
に乗る旅に出たりと、メキシコ国内を旅行したことも、いい思い出です。
ラテンアメリカ研究の道へ
　メキシコ留学を通じて、自分がいかにメキシコを知らなかったのかを思い知らされま
した。そこで、メキシコ、そしてラテンアメリカを更に深く学ぶため、大学院のラテン
アメリカ研究コースに進学し、メキシコシティに関する修士論文を執筆しました。大学
院での学びを通じ、ラテンアメリカの他の国々にも関心を持ちました。
アルゼンチンからメキシコに「帰省」する
　メキシコでスペイン語を学んだことで世界が広がり、今はアルゼンチンに赴任してい
ます。アルゼンチンも魅力溢れる国ですが、先日の休暇の際にメキシコに「帰省」した際、
留学時代の友人たちに温かく迎えてもらい、「帰ってきた！」と強く思いました。今や
メキシコは、私にとって第二の故郷とも呼べる存在になっています。
スペイン語の世界に飛び出そう！
　スペイン語は、スペインの他、ラテンアメ
リカでは北はメキシコ(あるいは米国内)から
南はアルゼンチンまで、たくさんの国で話さ
れています。発音は日本語に似ていて学びや
すいですので、日本人にとっては習得しやす
い言語です。是非スペイン語を学び、色々な
人と話して、豊かなスペイン語圏の世界に飛
び出しましょう！

「全身を使って学ぶ！学んだ言葉はすぐ使う！」

トビタテ！留学JAPAN留学体
験発表会などで留学に関する発
表を行った。また、2018年日
本ユネスコ協会連盟主催の高校
生カンボジアスタディツアーに
参加。2020年3月金光学園高
等学校を卒業し、同年4月より
東京大学に在籍している。
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